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留意する項目 計画の内容 

圧迫，

ズレ力

の排除                        

ベッド上 

2～4時間ごとに体の向きを変える、あるいは、圧のかかっている場所を変えるなど介助します。 

ベッド挙上時あるいはダウン後は、背抜き・足抜きを行い、しわを予防します。 

体圧を測定し、適切な体圧分散寝具（マットレス）を選択します。 

イス上 

15分に 1回は姿勢を変更し、同じ部位への圧迫を防ぎます。姿勢をよく座ることを心がけましょう。 

トイレやベッドへの移乗の際は、外傷や皮膚のズレに注意します。必要に応じてクッションを検討します。 

スキンケア           

（処置方法を含め） 

排泄物により、皮膚の湿潤や皮膚障害が生じやすいため、撥水性のクリームで予防します。 

褥瘡周囲の皮膚を十分に泡立てた弱酸性洗浄剤で優しく洗浄します。必要であれば、被膜剤を使用します。 

栄養状態改善 食事摂取量、体重、検査データをみて、栄養サポートチームと連携し食事内容を検討します。 

リハビリテーション 褥瘡が重度であり、車いすの乗車制限やベッド上での体の向きの制限が必要です。 
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水回りの環境にご注意を～微生物の温床とならないために～

毎週月曜日にICTラウンドを実施していますが、多くの部署で、手洗い場周囲

の水滴の付着が目立ちます。

なぜ水回りに水滴があるとダメなの？

手洗い場などの水回りは、患者や医療従事者が日常的に使います。水を使う場

所なので、湿潤環境を好む腸内細菌目細菌や緑膿菌などのグラム陰性桿菌など

の微生物が存在します。常に湿潤環境が維持されると、微生物が増殖、定着し、

院内感染の原因になることがあります。

水回りの感染対策のポイントは？

①清掃の実施

１日１回以上、洗剤やスポンジなどを用いて目に見える汚れを落とします。

②乾燥状態の維持

手洗い場を使用した後、手の水分を拭き取ったペーパータオルを用いて、水回

り周囲の水滴を拭き取ります。

③水回り周囲は必要最低限の物品のみを設置

水回りは汚染されるリスクを考え、石けんやペーパータオルのみを設置します。

個室の病室でも、患者の歯ブラシセットやガーグルベースン、義歯のケースなど

は洗面所付近には置かないようにします。

出典：INFECTION CONTROL ３２巻８号

今回はスモールチェンジの考え方・行い方の特集です！！

スモールチェンジとは、「身体の一部を移動させることで血液循環への変化を

起こす方法」です。①置きなおし②自重圧の開放③関節法の３つがあります。

1つの方法を繰り返すこと、複数を組み合わせることも自由で、どの方法が 効

果的で、かつ実施者の負担につながるか等を考慮し実施します。

褥瘡ガイドブック第３版P192～193より引用

感染管理認定看護師（手術室 新田）


